
（自民隆盛会・茨城県水戸市） 

水戸市清掃工場「えこみっと」について 

【日時】令和６年５月 21 日 午後１時～３時 

【場所】水戸市清掃工場「えこみっと」 

 

１．視察地の概要 

水戸市は、首都東京から北東へ約 100 キロメートルの距離にあり、茨城県のほぼ中央に位置

し県庁所在地です。地形は、低地地区の南東部、台地地区の中央部、丘陵地区の北西部に分け

られており、水戸徳川家の城下町として繁栄し、日本三名園の一つでもある偕楽園や弘道館等

歴史的資源、千波湖などの豊かな自然と都市的魅力を兼ね備えた町で、市政の施行は、明治 22

年４月に日本で最初に市政を施行した全国 31 市の一つです。平成 31 年には市制施行 130 周年

を迎え、平成 13 年に特例市に移行し、令和２

年４月１日から中核市となりました。 

徳川家御三家でもある水戸徳川家の人物の

中でも、テレビドラマ「水戸黄門」で知られ

ている第 2 代藩主光圀公や偕楽園や弘道館を

創設した第９代藩主斉昭公が有名で市内には、

光圀公、斉昭公ゆかりの場所が数多くあり、

多くの訪問者で年中賑わってみえるとのこと

でした。 

  

２．調査事項の概要 

 西尾市において、吉良町岡山地内に岡崎西尾地域ごみ

処理施設整備事業が進められている中、令和２年４月か

ら水戸市では清掃工場が稼働され、１日処理能力が 330

トンのごみ焼却施設と 55 トンのリサイクルセンター等

からなり、市内全域のごみを安全・安定的に処理をする

とともに、ごみを燃やす際に発生する熱を効率よく回収

し発電をおこない発電所としての一面も持っている中で、

建設場所の選定は、ストーカー式方式を採用した経緯は、

運営管理業務はどのように行っているのか、焼却灰の資源化はどのようにされているのか、リサ

イクルセンターでの障害者雇用など詳細についてお聞きし当市において今後の整備事業に参考

にしたいと思い水戸市への視察を考えました。 

 

 

３．主な質疑とその内容 

「水戸市清掃工場「えこみっと」について 

５月 21 日の行政視察の際のについて 

水戸市剪定枝粉砕機貸与要綱 

資源物とごみの分け方・出し方の資料 

別紙資料参照 

 

水戸市清掃工場にて 

 

 
現地視察 

視察の様子 



（自民隆盛会・茨城県水戸市） 

                             

４．所見・西尾市政への反映に向けた課題 

  水戸市の清掃工場は、環境に優しくエコな清掃工場を目指しており、焼却方式を決定するにも

「環境負荷の少ない施設」「資源循環に向けた施設」「経済性に優れた施設」の基本方針を示し入

札を実施したところ、全連続焼却炉ストーカ炉に決定され、ゴミを燃やす際に発生した熱を効率

よく回収し発電をおこない、年間電力会社より９億円弱の収入を得ることが出来、年間の委託料

に当てることが出来る。焼却灰の資源も検討され、主灰キットからセメント・砂などとして活用

している。ＣＯ２対策も水蒸気・集塵機を通してきれいなガスとしては排出されるなど少しでも

環境に支障をきたさないように努めてみえます。ほかにもゴミの焼却炉への自己搬入方法も現地

で見させていただき、ゴミ減量対策・食品ロス削減への取り組み・ごみと資源物の分け方・ゴミ

問題に対策としても市民へ各種イベントなどを開催するなど努めてみえました。 

水戸環境テクノロジー株式会社にゴミ焼却場施設・リサイクルセンターを委託決定されたのは、

上記の基本方針によって提案された結果です。 

今回の視察をおこない施設内を見学させていただきゴミの搬入からの流れ・工場への入退場の

通路の確保など今後の岡崎西尾地域ごみ処理施設整備事業に取り入れていければと考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現地視察 
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